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　毎年この時期になると、街のあちこちに「クリスマ
スツリー」が出現し目を楽しませてくれます。ようや
く、広島にも寒い季節が到来したのだと実感します。
　北半球の日本では、クリスマスは冬なので、ホワイ
トクリスマスや寒さを連想しますが、南半球のオース
トラリアやニュージーランドなどでは、日本とは季節
が反対で、クリスマスも真夏です。
　サンタクロースはトナカイのソリでやってくると
思っている人もいますが、南半球のオーストラリアで
は、何に乗ってプレゼントを運ぶのでしょうか。

　令和元年１１月３日付けで、喜瀬 清 理事顧問 ( 前広島県印刷工業組合理事長 ) に
「旭日双光章」が授与されることが政府より発令されました。広島県印刷工業組合
や広島県中小企業団体中央会などの活動で、印刷業界の発展、中小企業振興等への
多大な功績が認められた結果の勲章受章であり、誠に名誉なことです。
　広島県印刷工業組合にとっても、非常に喜ばしい出来事であり、謹んでご紹介さ
せていただきます。

冬を知らせるクリスマスツリー（パセーラにて）

喜瀬 清 理事顧問が「旭日双光章」を受章
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2019 全印工連フォーラム in 大阪

　10月４日（金）13時より全国から300人超の参加者が、ホテル日航大阪に集い、
「2019全印工連フォーラム in 大阪」が開催されました。

　先の九州北部の豪雨、そして、
まだ記憶に新しい千葉県下総の台
風による被害などで大変ご苦労さ
れている我々の仲間もいらっしゃ
います。心よりのお見舞いと、１日も早い復旧を祈念
したいと思います。
　全印工連では、働き方改革のタイトルに「幸せ」を
つけて、印刷産業独特の特性を生かした働き方改革を
組合員の皆様にお届けしようと、現在事業を進めてい
ます。
　働き方改革は「働き方改革＝時間短縮」の話になり
ます。単純に時間短縮をして、効率化のみを図り、作
業現場が手を止めたら、売上げが下がります。従って、
表向きだけの働き方改革を導入することで、企業の力
が削がれていく。この方向性でのリーディングは、全
くの方向違いと考え、プロジェクトチームで印刷産業
の特性を生かした「幸せな働き方改革」を進めています。
　ステップ３の業務革新が終わった後を継続させるこ
とが、さらに重要です。新たな働き方改革に準拠した
人事考課制度、働く社員がやる気を持って職務につけ
るよう、人事考課制度と給与規程がセットになってい
ます。これは、この後の政策課題になっていると思い
ます。是非、完結までご期待をいただきたいと思います。
　さて、全印工連の発信する、今年度のフォーラムの
ポイントは２点です。第１点目は、全印工連アドビ特
別ライセンスプログラムです。ようやく、担当役員と
事務局により、新たな制度が立ち上がり、アドビ社と

東京都千代田区霞が関1-4-1 日土地ビル 2F

臼田全印工連会長挨拶
の契約まで結びつくことできました。この件について、
皆さんにご理解いただき、是非、改めてのご契約の申
し込みをお願いします。
　そして第２点目です。私が今年度期初に全印工連の
総会の中で、今年度進めていきたい全印工連の事業と
して、この先、10 年、20 年、30 年、この国における、
特に中小、小規模の印刷産業をどのような形で永続し
ていくかのビジョンを作成したいということです。日
本における中小、小規模の印刷業界がこれから先、生
き残るひとつのキーワード、キーフレームは「デジタ
ルトランスフォーメーション」です。短縮して「DX」
と記しますが、間違いなくこの言葉が出てきます。政
府がデジタルトランスフォーメーションによる経済循
環を起こそうと施策を検討しているからです。
　地方、都市、スマートシティー化を創造するにあたり、
このＤＸを使って、例えば街をスマート化していこう
という考えや、「Mobility as a Service」、　Ｍ aaS が
あります。地域の循環バスとか、レンタルサイクルと
かです。他にも今後検討されるのは、例えば市が経営・
運営している、病院や図書館の入場パス会員証も１つ
のＤＸと ID カードでパスさせる構想のように、経済産
業省から「業界別のデジタルトランスフォーメーショ
ンの構築」という政策に着手するお話を聞かせていた
だきました。ついては、印刷産業を今後も永続可能に
するためのキーフレームとして、業界別ＤＸを運用す
ることで「私たちのその先の未来が間違いなくつながっ
ていく」この言葉を本日のメッセージとして皆さんに
発信します。
　この先の印刷産業をつなぐコネクトネクストに必要
な要件は、今後取りまとめをし、年度末に発表します。
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自信につながる環境教育として、大いに役立つ講習会
です。是非、開催を検討ください。
　最後に VOC の警報です。目に見えない化学物質の
リスクを警報による「見える化」での溶剤の管理、も
ちろん蓋の締め忘れですとか、マスクの着用などのタ
イミングを的確にお伝えすることができる機器になっ
ています。年間 100 台を目標に委員会では進めていま
す。現在、ほぼ約半数の 46 台を、社員の安全確保に
活用していただいております。また、本年、県工組に、
最低１組を合言葉に委員会でこの VOC 警報器を推進
しています。是非ご協力をお願いします。

　まず、組織共済委員会としては、
全印工連に入る、あるいは今入って
いる方、その価値をどうやって伝え
るかを中心に、皆さんとともに話を
しました。
　全印工連、期初で組合員数は 4,460 社でした。現在
まで新しく全印工連に入られた方が、24 社。残念なが
ら、退会をされた方が 66 社。結果、マイナス 42 となっ
ています。現在、4,418 社です。本委員会では、この
マイナス 42 をなるべく少なくするべく、以降も活動
を続けていきたいと思っています。現在までですが、
全印工連の全工組で、４工組が、前年対比でプラスに
なっています。その工組は、栃木、福岡、長崎、そし
て本日のこのフォーラムを開催していただいた大阪府
工組です。特に大阪は、今現在で、前年対比でプラス
２社です。組織共済委員会の副委員長からは、「もっと
増やす」と、力強い言葉をいただきましたので、是非、
実現させていただきたいと思います。
　そしてもう１つ、共済制度の推進ですが、数値目標
をかかげています。全国で 34％の加入率を、というこ
とです。現在、4,418 社のうち、1,440 社が加入して
います。こういう言い方で皆さんにお願いしました。
全工組で１ポイントでもいいですから、あげていただ
きたい。それを実現するための運動をしっかりと行っ
ていただきたい、ということで、皆さんと意見交換し
ました。今年度末、是非、皆さんに胸を張れる結果を
出していきたいと思っております。

　本委員会は、大きく３本の柱で運
営をしています。１つは「経営リノ
ベーション」。
　日本語で言えば「経営革新」です。
もう１つの柱は「マーケティング」
です。そして３本目の柱は私が委員
長を拝命してから取り組んでいます「事業承継」のテー
マです。
　この「事業承継」は、もちろん円滑な親族間の承継
のための相続や、業界の新陳代謝を図るための第三者
への譲渡についても「事業承継支援センター」の周知、
また、ご利用を皆様にお願いしたいと思います。
　先ほどの委員会での数値目標。事業承継事業が中心
ですが、中間ランクの数字をまとめた結果、期初目標
を達成する確信を持ちました。期末に向け事業を推進
しますので、皆様のご協力をお願いします。

　本委員会では、組合員の環境法令
の対策として「工場認証」と「VOC
警報器の普及啓発」を行っています。
委員会での認証企業と警報器の進捗
状況を報告します。
　まずは、グリーンプリンティング認証制度ですが、
現在３社の３工場になっております。この制度は非常
にハードルが高いので現状３社、３工場ですが、皆様
に協力いただき、改革に取り組んでいただいていると
考えています。
　次に認証制度のベースとなる、最も力を入れている
環境推進工場登録は、10 回の登録の講習会を目標に進
めておりました。現在、半年が過ぎようとしていますが、
北海道、東京の２回の開催にとどまっています。ただ、
２回の講習会で６社の新たな環境推進工場が誕生しま
した。多くの企業にこの登録制度に参加いただき、印
刷組合での環境に対する取り組みを組合員に発信しま
す。
　環境の制度は、非常に有効な認証制度です。講習修
了時には、試験合格者に講座修了証をこちらの認証制
度で発行しています。社員の環境教育の自覚と知識の

本　　社 〒140-8541 東京都品川区東品川3-31-8 TEL 03-5715-7377

www.jp.heidelberg.com/
広島営業所 〒731-0121 広島市安佐南区中須1-1-12-1301号 TEL 082-846-4180

【福田経営革新マーケティング委員長から】

【惟村環境労務委員長から】

【白橋組織共済委員長から】

【2019 全印工連フォーラム in 大阪での委員会報告】
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　宮崎でのセミナー開催は、宮崎の出水理事長、そして
九州地区協会長等のご協力を得て、40 名の参加。ダイバー
シティ＆インクルージョンという言葉をご理解していた
だいて、各々の工組にお持ち帰りいただいたと思ってい
ます。そして、ダイバーシティ委員会、下半期に入り、
セミナー、そして企業視察や報告書作成で、残り半年間で、
本委員会の集大成を確立すべく活動しています。

　今期はワンスターの認定の新規取得
を 命 題 に 活 動 し て い ま す。 昨 今、
SDGs 等の言葉がひとり歩きするくら
い、有名になってきました。なかには
CSR の時代は終わって、SDGs だと
おっしゃる方もいますが、これは明ら
かな誤解です。SDGs は CSR の取り組み方のひとつです。
この CSR を皆さん、是非、ワンスターも活用していただ
いて、持続可能な経営のお役に立てていただきたいと思
います。
　今期は各地区の地区協の会長さんに、年度内の数値目
標を掲げさせていただいています。今日時点では、かん
ばしい数字ではありませんが、各地区の委員からの報告
では、着々と進捗していました。今年度中の目標達成に
向け、地区協会長さんと、あと理事長さんと、各地区の
委員とで協力して、目標を達成いただければと思います。
次に MUD です。８月にインフォメーションデザインと
いう冊子を新たに発刊しました。これは、組合員の中の
メディア・ユニバーサルデザインのエキスパートの皆さ
んにご協力いただいて、理念編、理論編、実例編、資料
編の４部構成でできた、中身の濃い冊子です。是非、活
用いただいて、社業にお役に立てていただければと思い
ます。
　そして、本委員会の事業として、CSR サミット。他業
界やいろんな方を組み込むサミットが、来年３月に開催
する目途がたちました。詳細は、また追ってご案内をさ
せていただきます。横浜で開催しますので、是非、参加
ください。

　我々委員会で取り組んでいる事業
ですが、DTP の技能検定、それから
印刷営業講座および認定試験。この実
施状況を確認し、少しでも多く受講し
ていただける、または受験していただ
ける方々を推進することを各メン
バーと申し合わせをしました。
　先ほど会長からお話があったように、我々の委員会で
は、ライセンスプログラムの推進をしています。ご承知
だと思いますが、現制度に関しては、11 月末でいったん
終了になります。ですから、今現在推進しているライセ
ンスの目標数値は、現行の新規加入ということになりま
す。過渡期で、なかなか推進しにくいという点がありま
すが、現在、528 ライセンスが新規契約で行われたとい
うことです。途中の補正の加入ではなく、純然とした新
規です。委員会の中で、非常に良い報告もありましたが、
各地区で集計をとった結果、北海道地区、四国地区、九
州地区の３地区は、ライセンスプログラムの新規加入の
目標数値を上回ったという報告であります。特に、北海
道地区に関しては、いきなり 30 本のライセンスを獲得
したということで、我々の委員のメンバーに、どうして
一気に増えたのかを聞くと、やはり、このライセンスプ
ログラムがあるから、新規加入してきたということです。
組合員が今減少している中で、このライセンスに加入す
ることがやはり組合員のメリットになるということを改
めて実感した次第です。

　本委員会の今年度の目標は、ダイ
バーシティ＆インクルージョンの普
及、啓発の推進と多様な人材が知る権
利を生み出す情報保障の周知活動で
す。
　この目標達成のために、具体的な施
策として、委員会を３つのチームに分けました。

「東京チーム」はセミナーと企業視察、研修会開催。そし
て「東北チーム」は本委員会の４年間の活動報告書のま
とめをしています。そして「西日本チーム」は、地方で
初めてのセミナーを先週、宮崎で開催しました。

【土屋教育研修委員長から】

【小野ダイバーシティ推進委員長から】

【三島 CSR 推進委員長から】
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滝澤 光正 全印工連副会長 「夢メッセ」 基調講演
〜 テーマ：全印工連が推進する「幸せな働き方改革」 〜

　 昨 年 の 春 か ら 全 印 工 連 は、
「Happy Industry 人々の暮らしを
彩り幸せを創る印刷産業」をグラ
ンドスローガンとして掲げました。
私たちの印刷物の原点を再確認し
ようということで、グランドスロー
ガンを昨年の春に提示しました。
　それとともに一昨年、産業戦略デザイン室で議論を
重ね、同じタイトルの冊子『Happy Industry』も刊行
しました。この冊子『Happy Industry』は、これから
の時代、印刷組合は、組合員の皆さんに対して、どう
いう事業を展開していく必要があるのかということを
検討したものです。
　日本では少子高齢化が一段と進行し、生産年齢人口
の減少が益々加速します。私たちの印刷産業は国内向
けがほとんどです。国内市場が人口減少により縮小し
ていく中で、印刷業の出荷額の減少も続いており、会
員企業の皆さんの景況は依然厳しいです。今後、印刷
組合に加盟する全国の中小印刷会社が働き方改革を実
践し、労働環境を整備するにあたり、まず、各々の経
営基盤を強化して、原資の収益力を上げることが必要
です。全印工連は、会員企業の皆様に対する今後の支
援に取り組むべきメニューについて議論を重ねてまと
めたものです。
　全印工連として「穴のない計画書を作る」ことを目
指して、まとめたものが、冊子『Happy Industry』で
す。支援メニューをもとに、全国の地区印刷協議会や、
各県工組の皆さんや組合員企業へ事業を展開していく
ことになります。
　さて、産業を担う労働力に大きな変化が訪れていま
す。15 歳から 64 歳までの生産年齢人口が、2015 年
～ 2030 年までの 15 年間に、815 万人、率にして
12％減少するとされています。すでに、私たち中小企
業における、若手の労働力の確保は大変厳しい状況に
なっていますが、今後一層強まると考えられます。中
小企業は、人材の確保が死活問題となってきます。こ
の厳しい状況にあって、解決の糸口が、多様な人材の
活用、即ち「ダイバーシティ経営」です。これまで、
活躍の場が比較的少なかった高齢者や障がい者の皆さ
ん、そして女性、外国人の方々をいかに活用できるか、
それには、これまでのフルタイムが前提で、男性中心
の経験や勘に頼る仕事の仕方を一つひとつ検証し、働
く時間に自由度を持たせ、経験や能力が制限されてい
ても仕事ができるように業務改善を実行し、多様な人
材が各人の生活スタイルに合わせて仕事ができる環境
を整えることが企業には必要です。
　また、質の高い人材を確保するためには、当然、ワー

クライフバランスの向上と合わせて、納得感の高い評
価制度の整備も欠かせません。仕事の成果に対する公
正で公平な評価。また、それに連動した給与体系の確
立は、人材確保と企業の持続的成長のための必須条件
になってきます。仕事と生活を両立するための就業規
則や、各社の社内規定の整備も並行して進める必要が
あります。
　元々の印刷業の原点に立ち返り、印刷業各社の業態
変革による事業ドメイン拡大と、各々の強みを生かし、
協調領域を最大化することで、行き過ぎた供給過剰を
是正できるのではないでしょうか。得意な仕事は、そ
れぞれ得意な仲間に任せて協調し、余計な設備を横並
びで揃えることはやめ、得意分野を生かし、助け合っ
て業界全体の発展を図っていきましょう、というのが
我々の考え方です。
　実は最近、私たちの印刷業を所管する経済産業省の
コンテンツ産業課が、この問題意識を受け、日本の印
刷業の健全な発展には、確かにそういうことは欠かせ
ないということになり、この秋から冬にかけて、我々
の印刷業について、需給状況の調査をしていただくこ
とになりました。まだ、詳細は未定ですが、皆さんの
ところに、経産省から調査票が届きますので、漏れな
くご回答をお願いします。需給調査なので、多少、機
械の稼働率だとか、或いは、お持ちの設備状況等をお
尋ねするような調査になるかと思いますが、調査で供
給過剰の具体的数値を把握しないと手が打てないので、
ご協力をお願いします。

　私たち企業のなすべきことは山ほどありますが、そ
れらの一つひとつに、中小企業の１社１社の経営資源
をもって対処するには、非常に困難が伴います。全印
工連は、これからも、社会に幸せを提供していこうと
する、全国の印刷会社の皆さんに対して、持続的成長
に必要な知識や技術を効率よく提供することを使命と
考えています。需給バランスの最適化のような、１社
では成し得ない政策的な経営支援を国、地方自治体と
連携して実施するなど、事業の環境整備にも一層力を
入れてまいります。
　今回刊行した冊子『Happy Industry』は、私たちの
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現状の経営課題を抽出し、印刷会社の現下の経営課題
は何かということを全て棚卸ししました。既存市場の
縮小や労働生産人口の減少などの環境の中で、各社が
人材育成につながる労働環境の改善、つまり「働き方
改革」を実現するには、原資の収益を倍増しないと「幸
せな働き方改革」にも取り組めないので、収益を倍増
させるために、組合が会員に対する支援サービスにつ
いて、討論、検討を重ね、まとめたものです。「Happy 
Industry」として、印刷産業の進化を目指すことは、
会 員 の 皆 さ ん １ 社 １ 社 が 独 立 し た「Happiness 
Company 幸せな会社」になることで、産業全体が

「Happy Industry」になると考えています。組合員の
皆様には、各々の経営課題に応じて、組合が提供する
事 業 メ ニ ュ ー を ご 活 用 い た だ い て「Happiness 
Company」へ向けた取り組みを進めていただきたい
と思います。
　次に、各社における「Happiness Company」を実
現するための構造を示しました。組合が提供するさま
ざまな事業を利用していただくことで、コストダウン
や新サービスの事業化、或いは、経営力の強化など、
収益拡大につなげていただきたいと思います。企業収
益が上がれば、それを原資として、次は会社の雇用環
境の整備、つまり「働き方改革」に取り組むことが可
能になります。支援メニューとして多様な働き方に対
応する、モデル就業規則の作成や人事考課制度、給与
規定の見直し等を提供します。社内の「働き方改革」
が進めば、厳しい雇用環境でも、優秀な人材の獲得に
有利に働き、定着や育成にもつながります。
　社員の皆さんのチームワークにより、提供する価値
が、お客様の満足を生み、お客様の信頼が新たな収益
を生む。このファクターが好循環する姿が、今私たち
が求める未来の設計図です。循環全体を包含する考え
方が、全印工連が推進する経営戦略としての「CSR」
だと言えます。これは、冊子の第１章、第２章で述べ
ていますが、本日はテーマが「幸せな働き方改革」で
すので、「第３章　働き方改革実践による Happiness 
Company の実現に向けて」のお話をさせていただき
ます。

　最近「働き方改革」という言葉を耳にしない日はあ
りません。働く人口が、毎年 70 万人減少しているの
です。働く人の世代が一番消費するので、単に働き手
が減るだけでなく、消費も落ちることになります。こ
の減少傾向は、私たちの印刷産業が出荷額のピークを

迎えた、1990 年代後半には、もう始まっていました。
1995 年から 2015 年までの間に、生産年齢人口は 1,000
万人以上も減少したのです。
　このような状況を背景にして、大手中小問わず、多く
の企業が高度経済成長の時の働き方を続け、自社の付加
価値を上げる努力をしてこなかったことが要因で、長時
間労働・違法残業・低賃金、或いは、ハラスメントといっ
た、社員が夢ややりがいを抱き働ける環境とは程遠い、
日本の現実が見られているわけです。
　付加価値を従業員数で割った、労働生産性があります
が、主要７カ国中、日本は最低水準にまで落ち込んでしま
いました。労働生産性１位の米国に比べ、日本は６割程度
と、長時間働き続けても稼ぎにならないのが現実です。
　また、私たち印刷産業は、高度経済成長期を背景に、
また国の施策でもあった「中小企業近代化促進法」に後
押しされる形で、90 年代まで設備投資による生産性向上
が、事業目標の中心でした。しかし、印刷業も生産性向
上を一斉に実施したので、付加価値は総じて低く、特に
企業規模が小さいほど、付加価値は低下する傾向になり
ました。その傾向は現在も変わっていません。利益が出
ないので、社員も新たに雇う余力がない。すると現有勢
力で仕事を回さざるを得ない。従って、サービス残業や
低賃金の労働が発生する負のスパイラルに陥っているわ
けです。
　いくら働いても幸せを掴めない日本人の働き方に対し、
政府も 2017 年３月に「働き方改革実行計画」を発表、
昨年には「働き方改革関連法」も成立して企業に対策を
求める状況です。製造加工が我々の事業のコアですので、
業績向上のための「働き方改革」実行は待ったなしです。
　「働き方改革」は広範囲にわたるために「働き方改革」
とは何なのかを理解して、次に各社における「働き方改革」
の目的をしっかりと選定し、具体的な取り組みと運用に
つなげるプロセスが大事です。闇雲に手をつけるのでは
なく、自社の状況を理解してから着手することが必要で
す。
　皆さんの企業が、永続的な経営を可能にするために欠
かせない存在は、お客様の情報に鋭敏に反応し、要望に
応える従業員の皆さんです。日々の需要の変動、或いは
仕事の納期、或いはお客様の利便性に気を配りながら、
そして、生産性を高める努力をしている現場の従業員の
皆さんです。経営者は、このように活躍している従業員
の皆さん一人ひとりと、コミュニケーションを深めて、
事業の目的に対する思いを共有した上で、より一層能力
を発揮していただき、働きやすく、働きがいを感じられ
る会社作りを目指す必要があります。従業員の皆さん一
人ひとりの幸せを実現する「Happiness Company」を
目指し、全印工連、組合員各社の取組みが急がれています。
　まず、少子高齢化、人口減少の社会的影響を各々が受
け止め、高度成長期の経営を見直して、蓄積された技術
は貴重な資産として活かし、さらに価値を上げていく、
高付加価値を創出する企業へと成長を遂げることが必要
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です。全印工連は単なる法規制に対応するだけではな
く、１社１社が幸せになる、従業員の皆さんも、経営
者も幸せになる、社会の皆様にも幸せをお届けする、
という意味での「印刷業版働き方改革」として「幸せ
な働き方改革」というタイトルをつけました。
　すでに、全印工連の「幸せな働き方改革」はスター
トしています。全体で、ステップの１からステップ５
までの情報提供をしようと、現在行っているところで
すが、各社もこのステップを踏んで、着手していただ
くことをお勧めします。すでに、ステップ１からステッ
プ３までは、テキストも完成し、セミナーも順次各地
で行っています。
　ステップ１は「働き方改革」の必要性をしっかりと社
内に周知し、ステップ２は、目標と計画を定め、ステッ
プ３は、業務プロセスを見直す。まさに、業務の革新を
していただくこと。これは職務に対するアプローチにな
ります。ステップ４では、就業規則を整備し、ステップ
５では、人事考課、そして給与規定の整備をしましょう。
このステップ４と５は、働く人に対するアプローチ。つ
まり、働く人を生かすルール作りをするという計画です。
　ステップ４は、今年中、ステップ５は来年の３月ま
でに、皆様に情報提供ができるよう、作業を進めてい
ます。「働き方改革関連法」が成立し、中小企業の事業
主に求められる義務も増えました。皆さん、それぞれ
対応にご苦労されていると思います。「有給休暇の５日
取得の義務化」は既に始まりました。来年には「45 時
間の時間外労働の上限規制」も始まります。再来年の
４月からは、「同一労働同一賃金」という規制も始まる
ことが既に決まっています。社内整備を急がねばと焦
るかもしれませんが、法律で決められただけでは改革
しよう、という前向きな気持ちや行動を引き出しにく
いのです。前向きな気持ちで「幸せな働き方改革」を
進めるには、経営者側も従業員側も納得した上でお互
い目標計画設定を行うことが大切です。
　今回のこの「幸せな働き方改革」における、「従業員
参画型のアプローチ」の業務革新は、手の打ちどころ
を４つあげました。「整える仕事」「流れる仕事」「こだ
わる仕事」、そして「仕事を創る」です。１つ目の「整
える」。従業員が主体的に業務革新を進められる場を整
えること。２つ目の「流れる」は、業務が何に貢献し
ているかを明確にし、業務がスムーズに流れるように
すること。３つ目の「こだわる」は、自社の強みや大
事にしたい価値観を明確にし、業務でそれらを発揮しょ
うということ。最後の４つ目の「仕事創造」は、お客
様にとり、価値のある仕事を新たに作って活動を広げ
ていきましょう、ということです。
　業務革新の取り組みは業務外として進めますので負
荷もかかります。順調に進んでいることは、しっかり
上司が認めて、褒めることで従業員の皆さんのやる気
は、さらに高まることが期待されます。失敗したときは、
その人を責めるのではなく、原因究明と再発防止に皆

でつとめるという姿勢が重要で
す。お互いを認め合って、相談
しあえる関係作りで、職場を心
理的に安全な場所にすることが
最も重要です。ミスをしても、
すぐに表明できる雰囲気や困っ
ている人がいれば、周りが助け、
周りから助けを求められる空気
が重要です。ここまでが「整え
る仕事」です。
　次に「流れる仕事」です。流れるとは、業務の貢献
対象と目的を明確にし、業務がスムーズに流れるよう
にすることです。長く行っていた仕事は、徐々に業務
の流れに無理や無駄が出てきます。長年引き継ぎをさ
れてきた仕事は、前任者のやり方や考えが積もりに積
もってきます。ＰＣがない頃に、いろんな伝票で業務
を回していました。ＰＣ導入後は、ＰＣで情報管理で
きるのに、前任者のやり方も残っていて、伝票も書いて、
無駄な二重手間が存在していると思います。人は慣れ
たやり方に固執し、非効率だとわかっていても、多少
の不具合には目をつむり続ける傾向があります。節目
節目での効率化が大事です。
　次に「こだわる仕事」です。こだわるとは、自社の
強みや大事にしている価値観をもう一度見つけ出して、
普段の業務の中で発揮することです。強みや大事にし
たい価値観や考え方は、その仕事や部門の存在意義の
価値でもあります。自社にとっては、競合との差別化
にもなりますし、各従業員、メンバーにとっては、仕
事のやりがいにもつながるものです。我々の印刷物で
も、見た目は同じだけど、Ａ社で刷ったのとＢ社で刷っ
たのと、Ｂ社のほうは環境認証を受けているとか、あ
るいは、環境に優しい材料で作っている、などの違い
が出てくると思います。
　次は「付加価値」です。製品サービスの中核価値を
より高めるための工夫や組織の能力。そのデリバリー
に対してより高いサービスの提供などが考えられます。
　最後に「創る」。創るとは、お客様にとって価値のあ
る仕事を新たに創って活動を広げていくこと。競争が
激しい中、会社を発展させるには、現状の仕事の効率
化だけではなくて、今後に向けて新しい仕事を創り出
していく活動も大切です。価値のある新たな仕事は、
営業部門、生産部門、管理部門で、それぞれ取り組む
必要があります。既存のお客様に、新たに提供するサー
ビス、或いは、新しいお客様を開拓する、新しいお客
様に新しい価値やサービスを提供していく。いずれも、
新しい仕事につながります。
　業務革新活動は、１回では終わりではありません。
常にトライ＆エラーを繰り返すことが、大切だと考え
ます。　
　皆さん、それぞれの経営改革に、全印工連の「幸せ
な働き方改革」を役立てていただきたいと思います。



（8）　第 400 号 令和元年 12月 1日い ん さ つ 広 島

〒733－0833 広島市西区商工センター６丁目１－１２
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web site　http://www.tokami.co.jp

◎組合のうごき

事務局だより福山支部だより

　11 月 18 日（ 月 ）、18
時 30 分から福山支部価値
組委員会の 11 月（第 198
回）例会を開催。今回は久
しぶりのスキルアップセ
ミナー「箔押しについて」
の勉強会をしました。村田金箔さんからお二人お越しい
ただいて、府中支部長のイチカワ印刷市川社長とのコラ
ボセミナーです。箔押しってすごいなぁと前々から思っ
ていましたが、改めて“箔押しの世界”の奥深さを感じ
ることができ、めちゃくちゃ面白い時間でした。
　村田金箔の井本さんから、箔押しの基本や箔の種類と
いった基礎になる部分も判りやすくご説明いただき、市
川府中支部長から、工夫や注意点などについて、実際の
お仕事での事例を通じて興味深くお話いただきました。
版の種類によっての特徴、強みと苦手な部分。そして、
これが肝心なことですが、その際に「こう考えて」「ど
う工夫」するかのお話にとっても惹きこまれました。
　価値組のメンバーは仕事の上で競争になる部分もあり
ますが、単なる価格競争ではなく価値を追求し、その価
値を認めてあう仲間だと、常々支部長もおっしゃってい
ますが、今回のようなセミナーは、まさにこの価値の部
分を仲間で共有できる、とても良い“場”だなぁと思っ
ています。それと、市川さんが持ってきてくださった、
実際のお仕事の事例（つまりサンプルですね）を基に、
市川さんや村田金箔さんから説明を聴くメンバーの皆さ
んがとっても楽しそうにされているのが印象的でした。
　セミナー中でも、フランクに質問が飛び、それがまた
勉強になるという場面もあり、とても充実感のある例会
でした。ありがとうございました。（占部）
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全青協　中国・四国ブロック協議会

常任役員会、理事会

中国地区事務局研修会

DTP技能検定事前研修

セミナー : 生産性向上支援訓練
「マーケティング 実務に基づく
　　　　　　マーケティング入門」

産業戦略デザイン室会議

常任役員会、理事会

全青協　正副議長会

2022 全日本印刷文化典　
広島大会 発足式

環境労務委員会

中地協理事長会

夢メッセ集約会議、支部長会議

 
月
11

 
月
12

「年賀広告」募集について
　いんさつ広島では、令和２年新年号の「年賀広告」を募 
　集しております。(１２月６日締め切り)
　・広告料金　１枠　5,000 円
　・規　　格　55㎜ × 28㎜　モノクロ
　詳細については　℡０８２-２９３-０９０６　の事務局へ

新年互礼会開催のご案内
令和２年の新年互礼会を印刷関係諸団体のご協賛に
より開催いたします。多数のご出席をお願いします。
・日時　令和２年１月６日（月）
　　　　18 時　開宴　(17 時 受付開始 )
・場所　リーガロイヤルホテル広島　４階
　　　　広島市中区基町６－７８
・会費　１万円
・申込　12 月６日（金）までにＦＡＸで
　　　　０８２－２９３－０９５４

【福山支部 11 月例会】スキルアップセミナー
「箔押しについて」の勉強会


